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中期経営計画に関するお知らせ 

 

株式会社ファーマフーズでは、今回新たに、平成18年 8月から平成21年 7月末までの中期経

営計画を策定しました。  

 当社は、これまで研究開発型のバイオベンチャーとしてバイオの先端技術を駆使し、基盤収益と

なる機能性素材部門、機能性製品部門及びＬＳＩ（Life Science Information）部門、次世代の製品

開発を目指すバイオメディカル部門の 4つの事業分野において、事業展開を推進してまいりまし

た。 
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      【当社事業マップ】 

 

機能性素材部門機能性素材部門
鶏卵抗体
ギャバ
カテキン
α－リポ酸
ボーンペップ
葉酸たまご、他

ＬＳＩ部門ＬＳＩ部門
受託研究、メーカーの
研究開発のサポート

機能性製品部門機能性製品部門
ダイエット関連製品
機能性飲料
その他製品

バイオメディカル部門バイオメディカル部門
検査薬・診断薬
医療食、医薬品

メディカルデバイス製品

製品化製品化

事
業
価
値

事
業
価
値
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当社では、平成18年6月の東証マザーズへの株式上場を契機として、より一層の積極的な事業

展開をすすめ、新たな発展を目指す機会が到来していると考えています。 

株式上場後の今後 3年間を当社の“第２次創生”ととらえ、「やさしいバイオ」を実現するための

本格的活動を開始いたします。 

 

 “第２次創生” ファーマフーズの新たな挑戦です。 

 

 

１、 海外営業展開の本格始動と国内営業の拡大 

営業人員の増強や平成 16 年 8 月の東京事務所の開設など、国内営業体制の増強に注力

したことが功を奏し、平成15年7月期以降、3期連続して売上が増加しております。また、営業

の海外展開につきましては、当社創業当初より海外のマーケットを捉えた展開を推進し、韓

国・台湾等での営業基盤を確立し、当社創業期の収益に貢献してきましたが、ここ数年は 1億

円前後の売上に留まっております。 

当社では“第２次創生”を契機として、海外での一層の営業展開を図ることを営業面の最重

要課題として、平成 17 年よりその準備を進めてまいりました。 

海外営業展開の本格始動と国内営業の拡大により、更なる成長を目指します。 

 

（1）海外営業展開の本格始動 

① 新たな市場の開拓 

       台湾に引続いて、中国本土での営業展開を図ります。既に、乳業メーカー・飲料メーカ

ーを中心に営業を開始し、鶏卵抗体を使用したヨーグルトのテスト販売も一部で開始さ

れており、平成 19 年春からの本格的な営業実績を目指しています。 

次に、三菱商事株式会社の協力によりアメリカでのビジネス始動を目論んでいます。

既にカナダではサプリメント用途として取り引きが始まっており、また、平成 17 年からはア

メリカ・アナハイム等で実施されている展示会に出展する等マーケット展開を開始し、当

期の下期からの事業立ち上げを行ないます。 

他に中近東のサウジアラビア、エジプトについても機能性製品の発売に向けた準備を

すすめており、平成 20 年 7 月期中の販売開始を見込んでおります。 

 

② 既存市場での深耕 

韓国市場は当社の創業期における主要なマーケットでありましたが、ここ数年売上は横

ばいの状況が継続しております。韓国市場の一層の深耕のため、前期（平成 18 年 7 月

期）より韓国国内の営業人員を確保し、早期での売上伸張を図ります。 

 

 

 



 

 

 

韓国韓国

台湾台湾

【既存市場】

日本

アメリカアメリカ

中国中国
（一部テスト販売済）（一部テスト販売済）

【新市場】

中近東中近東

【海外市場】【海外市場】

（2） 国内営業の拡大 

   国内営業体制の確立により国内の営業実績も拡大基調にあります。今後も、一層の営業

網の拡充と新製品の発売等による増収を見込んでおり、基盤収益を支える主要なマーケット

となっております。現在、大手乳業・飲料メーカー、食品メーカー等に対して新たな営業展

開を進めており、当 3 ヵ年におきましても新規採用等により売上拡大を図ります。 

 

２、 次世代製品開発の本格展開と機能性素材部門の開発事業の推進 

当社では、研究開発型のバイオベンチャーとして、現在、対売上高比 20％程度の研究開発

費を投じて機能性食品素材の開発を中心に研究開発事業を推進しております。 

今般、当社の予てよりの懸案事項でありました研究設備の拡充について、ロートリサーチビ

レッジ内に平成18年5月に京阪奈研究所（京都府木津町）を開設し、バイオメディカ部門の開

発拠点といたしました。また、平成 18 年 9 月には新本社研究所（京都市西京区）をオープンさ

せました。これら2研究所の設置により、機能性食品分野とバイオメディカル分野の2極の研究

開発事業の進展を図ります。 

 

新本社研究所新本社研究所

平成１８年９月オープン平成１８年９月オープン
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また、組織面では研究開発事業の進展のため、平成 18 年 7 月末現在 30 名の研究員を、

平成 20 年 7 月には 60 名体制とし、より競争力のある製品の開発と研究開発のスピードアップ

を目指します。 

次に、外部協力機関として、事業化に向けて企業等とのアライアンスを図る一方で、国内・

海外の大学等との関係強化を図ることで研究開発事業の進展を図っております。現在まで、国

内では京都大学、広島大学、京都府立大学、静岡県立大学等、海外では延世大学、仁済大

学（ともに韓国）、成功大学（台湾）等との共同研究を実施し、各開発製品の実用化を果たして

おります。今後も、一層、外部協力機関との提携関係の強化をすすめ、研究開発事業の進展

を図ります。 

 

【研究開発投資】                                  単位：百万円 

第 8 期（実績） 

（平成17年7月期） 

第 9 期（実績）

（平成18年7月期）

第 10 期 

（平成19年7月期）

第 11 期 

（平成20年7月期） 

第 12 期 

（平成21年7月期）

150 222 303 391 447 

 

（1）次世代製品開発の本格展開 

平成 16 年にバイオメディカル部門を創設し、次世代製品の開発を開始しております。

①検査薬・診断薬分野、②医療食分野、③メディカルデバイス製品・医薬品分野の３分野

に分類し、次世代製品の製品化を目指しております。 

 

 現在 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ （年後

検査薬
診断薬

リセプター抗体

メディカル
デバイス製品

上市

上市

上市

基礎 応用 臨床

基礎 応用 臨床

基礎研究 応用研究 臨床・許可

３年３年

８年８年

５年５年

）

 

また、外部協力企業として平成17年9月にロート製薬株式会社（本社：大阪市生野区）

と業務提携・資本提携を締結し、次世代製品の開発に向けた共同での取組みを開始して

おります。加えて、外部の研究機関として京都大学農学部・薬学部等と共同研究を進め

ております。 
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（2）機能性素材部門の新規商品の開発 

当社の現在の基盤収益事業として位置づけています機能性素材部門についても、継

続して研究開発事業を推進します。既存製品の鶏卵抗体、ギャバ、カテキン等について

は新たな機能性の発見等のアプリケーション開発を進行します。また、新規製品としてボ

ーンペップ、ランペップ、葉酸たまごの事業展開を図ります。各製品とも開発はほぼ完了

し、既に営業展開を開始、一部でテスト発売も始まっており、当期中での本格的な事業化

を目指します。 

 

 

３、業績目標 

 

第 12 期（平成 21 年 7 月期）業績目標 

・ 売上高２７億円 

・ 経常利益５億円 

 

当 3 ヵ年における当社の業績目標については、海外営業展開の本格始動と国内営業の拡大に

より営業全般での堅調な推移が予想され、毎期対前期比 20％以上の売上増加を見込んでおりま

す。  

一方、収益面では売上増加による売上総利益増加に対して、平成18年5月開設の京阪奈研究

所、平成18年 9月開設予定の新本社・新研究所及びそれに付帯する設備と研究機器の購入によ

る減価償却費の増加や研究部門を中心とした人員増加による販売費及び一般管理費の増加によ

り、平成 19 年 7 月期は売上高 17 億円、経常利益 1.9 億円を見込んでおりますが、それ以降は各

期、順次収益面は改善し、平成 21 年 7 月期には売上高 27 億円、経常利益 5億円を業績目標と

しております。 

 

【単独業績目標】                                       単位：百万円  

 第 9 期（実績）

（平成 18 年 7 月期）

第 10 期 

（平成 19 年 7 月期）

第 11 期 

（平成 20 年 7 月期） 

第 12 期 

（平成 21 年 7 月期）

売上高 1,200 1,720 2,270 2,770

営業利益 173 150 340 467

経常利益 184 193 385 512

研究開発費 222 303 391 447
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当資料取り扱い上の注意点 
当資料には、株式会社ファーマフーズの業績、戦略、事業計画などに関する将来的予測

を示す記述および資料が記載されております。 
これらの将来的予測に関する記述および資料は、目標や予測に基づいており、確約や保

証を与えるものではありません。将来的予測と異なる結果になることがある点を認識した

上で、ご利用ください。 


